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入善土地改良区
基幹水利施設（用排水路）位置図

平成２２年１月２２日（金） にいかわみどりたより 第３号( 1 )

区
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

合
併
前
の
各
土
地
改
良
区

は
、
県
内
で
先
駆
け
て
、
ほ

場
整
備
事
業
に
着
手
し
、
ま

た
、
農
道
整
備
や
か
ん
排
・

畦
畔
整
備
・
土
地
総
と
い
っ

当
土
地
改
良
区
の
取
組
み

と
し
て
、
『
入
善
土
地
改
良

区
だ
よ
り
』
の
発
行
や
『
農

業
用
水
の
見
学
会
』
を
毎
年

開
催
し
、
農
業
用
水
が
も
つ

多
面
的
機
能
の
啓
発
・
普
及

を
図
る
な
ど
、
土
地
改
良
施

設
や
土
地
改
良
区
の
役
割
に

関
す
る
Ｐ
Ｒ
に
つ
と
め
て
い

ま
す
。

今
後
は
、
更
に
地
域
住
民

に
「
水
」
の
大
切
さ
を
呼
び

か
け
、
自
然
と
調
和
の
と
れ

た
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
事
務
局
長藤

田

勉

記
】

・中山間地域の振興に向けて

・経営体育成基盤整備事業

古黒部北部地区について

・土地改良区紹介「入善土地改良区」

･土地改良区の体制強化について

・研修会などの開催案内

農業農村整備事業広報・広聴推進連絡会

〒937-0863 魚津市新宿10-7
電話(0765)22-9138【指導課】

第３号
平成２２年１月２２日

新川農林振興センター

中
山
間
地
域
の
振
興
に
向
け
て

古
黒
部
北
部
地
区
は
、
県

東
部
入
善
町
の
最
北
東
部
で

朝
日
町
と
の
境
界
に
位
置
し

黒
部
川
右
岸
扇
状
地
に
展
開

す
る
団
地
で
す
。
大
正
９
年

～
10
年
に
お
い
て
８
㌃
に
区

画
整
理
さ
れ
た
ほ
場
を
当
事

業
に
よ
り
標
準
１
㌶
の
大
区

画
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

隣
接
の
古
黒
部
南
部
地
区
が

平
成
16
年
度
に
採
択
を
受

け
、
ほ
場
整
備
Ａ=

61.

5
㌶

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
平
成

21
年
度
に
完
成
予
定
で
す
。

本
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
度
に
採
択
を
受
け
、
平

成
21
年
度
か
ら
本
格
的
な
工

事
が
始
ま
り
、
ほ
場
整
備
Ａ=

48
㌶
に
つ
い
て
平
成
25
年
度

の
完
成
を
目
指
し
、
現
在
実

施
中
で
あ
り
、
こ
の
地
区
が

入
善
町
で
最
後
の
ほ
場
整
備

区
域
に
な
る
予
定
で
す
。

本
地
区
の
採
択
を
契
機
に

平
成
21
年
2
月
に
、
「
農
事

組
合
法
人
ほ
た
る
」
が
設
立

さ
れ
、
現
在
、
近
代
化
施
設

（
格
納
庫
等
）
の
建
設
が
進

ん
で
い
ま
す
。
来
年
4
月
に

土
地
改
良
区
紹
介

新
川
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

管
内
に
お
い
て
は
、
魚
津

市
、
黒
部
市
、
滑
川
市
、
朝

日
町
の
４
市
町
で
62
の
集
落

協
定
が
締
結
さ
れ
、
１
１
９

２
㌶
の
農
地
を
対
象
に
直
接

支
払
制
度
を
利
用
し
た
農
業

生
産
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

国
の
政
権
が
変
わ

り
、
農
業
農
村
整
備
事

業
に
お
い
て
、
平
成
22

年
度
予
算
が
大
幅
カ
ッ

ト
と
い
う
厳
し
い
状
況

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
土
地
改

良
の
役
割
や
必
要
性
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
、
多
く
の
方
に
理
解

を
得
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

年
が
変
わ
り
、
今
年
は

『
ト
ラ
年
』

世
の
中
の
変

化
が
激
し
い
一
年
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
常

に
前
を
向
い
て
進
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
冬
は
予
想
以
上

の
大
雪
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
に
気
を
つ
け
、
寒
さ
を

乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

〔
ミ
ツ
エ
ダ
記
〕

指
導
課
計
画
班
で
は
県
営

事
業
の
新
規
採
択
地
区
の
計

画
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
に
は
防
災
事
業
や
農

道
整
備
、
か
ん
が
い
排
水
、

基
幹
水
利
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
、
農
地
の
集
積

率
の
向
上
が
条
件
付
け
ら
れ

て
い
る
経
営
体
育
成
基
盤
整

備
事
業
等
が
あ
り
ま
す
。

近
年
は
農
家
離
れ
等
が
進

み
土
地
改
良
施
設
の
恩
恵
を

忘
れ
る
人
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
土
地
改
良
施

設
の
管
理
に
つ
い
て
、
農
家

は
農
業
経
営
の
省
力
化
等
の

す
。こ

の
制
度
は
来
年
度
か
ら

新
た
に
、
第
３
期
対
策
と
し

て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
ま
で
の
対
策
に
増
し
て
、

高
齢
化
の
進
行
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
や
す
い
制
度
に
見

直
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

活
動
の
継
続
や
拡
大
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
１

山
あ
い
に
点
在
す
る
飛
び

地
や
小
団
地
等
に
つ
い
て
協

定
へ
の
取
り
込
み
を
推
進

集
落
協
定
に
基
づ
き
農
用

地
の
保
全
に
向
け
た
共
同
取

組
活
動
が
行
わ
れ
る
場
合

は
、
１
㌶
未
満
の
団
地
等
で

あ
っ
て
も
、
一
団
の
農
用
地

と
し
て
取
り
扱
う

ポ
イ
ン
ト
２

高
齢
農
家
も
安
心
し
て
参

加
で
き
る
地
域
ぐ
る
み
の
取

り
組
み
を
推
進

対
象
行
為
と
し
て
、
従
来
の

担
い
手
の
育
成
な
ど
、
よ
り

前
向
き
な
取
り
組
み
（
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
型
）
に
加
え
、

共
同
で
支
え
合
う
農
業
生
産

活
動
の
「
取
り
決
め｣
（
集
団

た
め
、
個
人
や
集
落
で
維
持

管
理
・
補
修
等
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
非
農
家
は
行
政

が
全
て
対
応
す
る
も
の
と
考

え
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。そ

の
ほ
か
、
事
業
の
償
還

が
終
わ
る
と
組
合
員
か
ら

「
土
地
改
良
区
か
ら
脱
退
し

た
い
」
と
の
声
も
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
区
で

は
土
地
改
良
区
が
行
う
地
元

調
整
や
工
事
に
対
す
る
協
力

が
得
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

政
権
が
変
わ
り
土
地
改
良

事
業
の
採
択
が
厳
し
い
現
状

◎
第
21
回
農
村
振
興
技
術

連
盟
写
真
展

テ
ー
マ
「
魅
せ
ま
す
。

と
や
ま
の
水
土
里
」

■
展
示
日
程
及
び
場
所

・
1
月
29
日
～
1
月
30
日

富
山
県
民
会
館
ロ
ビ
ー

・
2
月
8
日
～
2
月
12
日

魚
津
総
合
庁
舎
１
階

◎
平
成
21
年
度
富
山
県
農
村

環
境
創
造
基
金
等
研
修
会

■
日
時
及
び
場
所

・
2
月
3
日
（
水
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
や
ま
自
遊
館
「
神
通
」

な
ど

の
開
催
案
内

た
幾
多
の
土
地
改
良
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
組

合
員
の
向
上
心
に
基
づ
く
絶

え
間
な
い
事
業
の
導
入
に
よ

り
全
国
有
数
の
多
収
穫
で
良

質
米
の
産
地
と
な
り
、
土
地

改
良
事
業
先
進
地
と
し
て
そ

の
名
を
馳
せ
ま
し
た
。
近

年
、
混
住
化
が
進
行
し
て
い

る
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
農

村
特
有
の
景
観
と
文
化
、
互

助
精
神
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

は
整
備
を
終
え
た
大
区
画
ほ

場
か
ら
順
次
、
こ
の
農
事
組

合
法
人
に
よ
り
農
地
が
集
積

さ
れ
、
生
産
性
の
向
上
が
図

ら
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
事
業
に
関
連
し
、
地

元
の
念
願
で
あ
っ
た
県
道
朝

日
入
善
線
の
バ
イ
パ
ス
工
事

も
平
成
21
年
度
か
ら
本
格
実

施
さ
れ
、
今
後
の
地
域
発
展

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
農
村
整
備
課

農
地
整
備
第
一
班
】

で
あ
り
、
地
元
調
整
に
難
航

し
て
い
る
地
区
は
優
先
順
位

が
下
が
る
た
め
、
調
整
を
行

う
地
元
役
員
に
大
変
苦
労
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
日
頃
か
ら
土

地
改
良
施
設
の
役
割
・
多
面

的
機
能
（
防
火
用
水
、
消
雪

・
流
雪
、
地
下
水
涵
養
等
）

に
つ
い
て
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
地
域
の
共
同
活
動

に
対
し
、
支
援
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
も
、
土
地
改
良
区
の
体
制

強
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

関
係
者
の
皆
様
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
指
導
課

栃
林
課
長
】

的
サ
ポ
ー
ト
型
）
を
新
設

ポ
イ
ン
ト
３

小
規
模
・
高
齢
化
集
落
へ

の
支
援
を
推
進

従
来
の
加
算
措
置
に
加
え
、

「
小
規
模
・
高
齢
化
集
落
支

援
加
算
」
を
新
設

【
企
画
振
興
課
】

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
は
、
農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
、
農
業
生
産
活
動
の

維
持
を
通
し
て
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
や
、
多
面
的
機
能
（
水
源
の
か
ん
養
や
、
自
然
環
境
の
保
全
、

良
好
な
景
観
の
形
成
な
ど
）
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
12
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
制
度
で
す
。

現
在
、
第
２
期
対
策
（
平
成
17
～
平
成
21
年
度
）
の
実
施
中
で
あ
り
、
最
終
評
価
を
終
え
、
国
（
農
林
水

産
省
）
に
お
い
て
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

中山間地域等
直接支払制度

～

平
成
22
年
度
か
ら
第
3
期
対
策
が
ス
タ
ー
ト

～

古
黒
部
地
区
に
お
い
て

ほ
場
整
備
を
実
施
し
、

大
区
画
化
さ
れ
た
ほ
場

入
善
土
地
改
良
区
は
、
平

成
９
年
に
入
善
町
の
４
土
地

改
良
区
が
合
併
し
、
そ
の

後
、
平
成
14
年
４
月
に
更
に

５
土
地
改
良
区
が
合
併
し
、

県
下
で
最
大
級
の
土
地
改
良

現
在
、
当
土
地
改
良
区

は
、
受
益
面
積
３
６
８
５

㌶
、
組
合
員
数
３
７
３
１
名

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

幹
線
水
路
延
長
は
56
㌔
㍍

に
及
び
、
水
路
な
ど
土
地
改

良
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
旧
土
地
改
良
区
の
管
轄

区
域
毎
に
９
つ
の
維
持
管
理

協
議
会
を
設
置
し
、
軽
微
な

維
持
・
修
繕
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
施
設
の
不
具
合
が
進

み
十
分
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
管
理
体
制
の
整

備
を
強
化
す
る
た
め
、
国
営

造
成
施
設
管
理
体
制
整
備
促

進
事
業
に
取
り
組
み
、
水
系

毎
に
関
係
す
る
集
落
と
管
理

協
定
の
締
結
を
図
っ
て
い
ま

す
が
、
用
排
水
路
の
総
延
長

が
長
い
た
め
、
協
定
の
締
結

が
な
か
な
か
進
ま
ず
、
地
元

調
整
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

中山間地域での共同作業
(江浚い)

庄
助
川
排
水
路
⇒

管理された傾斜地


